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■景観まちづくりを公民協働で進める 景観まちづくりを進めるための推進体制や仕組みを充実させていきます 

推進体制 

●公（氷見市）、民（市民や団体）、

学（市内の学校、富山大学等）が

それぞれの役割や得意なことを活

かした取り組みを進めます。 

●これまでの実践等で生まれたつな

がりを活かし、景観まちづくりや

氷見に興味関心のある市内外のサ

ポーターを増やし、取組みの輪を

広げ、連携・協働の体制を検討し

ていきます。 

 

田園集落区間 

まちなか区間 

シンボルロード周辺回遊エリア 
ビジョンやテーマを共有し、シンボルロード地区との回

遊や連携により、魅力を高めていくエリア 

シンボルロード地区（景観形成重点地区） 

景観法の仕組みを活用した景観誘導を図る範囲（届出

や行為制限の対象となる範囲 

４ 

● このたび、令和 4 年度より検討を進

めてきた、シンボルロード地区（国

道 415 号沿道）とその周辺におけ

る目指したい姿や実現方策等をま

とめた『シンボルロード地区景観ま

ちづくりプラン』の素案が完成しま

した。 

● 今後は、この沿道を含む全市の震災

復旧を進めながら、令和 7 年度以降

に説明会等を実施予定です。※詳細

は第４面をご覧ください。 

お問い合わせ先：氷見市 建設部 都市計画課 都市政策担当  

〒935-8686 富山県氷見市鞍川 1060番地  TEL：0766 (74) 8078  FAX：0766 (74) 8104 

シンボルロード地区 景観まちづくりプラン素案ができました！ 

ビジョン１ 地域の多様な魅力

が実感できる景観づくり 

テーマ１ みんなで魅力を発掘・整

理して磨き上げる 

テーマ２ 魅力を巡り、親しめる心

地よい回遊環境をつくる 

ビジョン２ 氷見のシンボル軸

にふさわしいまち並みの形成 

テーマ３ 自然環境に囲まれた立

地を活かした景観をつくる 

テーマ４ シンボル軸にふさわし

い沿道の景観をつくる 

ビジョン３ 生き生きとした景

観を育てる景観マネジメント 

テーマ５ 生き生きとした景観の

創出と守り育てる景観マネジメン

ト 

 

〈活動を生み出す〉 〈まち並みと環境を整える〉 〈 〉 

１ 

活動やまち並み形成の支援 ※支援の具体的な内容は令和 7年度以降に検討を進めます。 

活動の支援イメージ 

●シンボルロード地区とその周辺エリアにおける活動

に対しての支援 

 

 

まち並み形成の支援イメージ 

●良好な景観まちづくりに資する建築物や屋外広告物

の修景などに対しての支援 

 

 

建物の外壁の修景イメージ（色彩、外構） 
屋外広告物の修景イメージ

（集約、デザイン） 

・ファニチャーづくり 

（プランター、ベンチ、ライトなど） 

・花・みどりづくり（まちかど、店先や庭先など） 

・イベントづくり 

（音楽フェス、マーケット、交流会など） 

・景観について知り、学ぶ機会づくり 

（まち歩きやワークショップなど） 

今後のスケジュール 

・令和８年度の運用開始を目指し、令和 7

年度以降、国道 415 号沿道にお住まい

の方への説明会や広くパブリックコメン

トを実施予定です。 

・また、活動づくりの継続や支援制度の具

体化に向けた検討を進めていきます。 

令和７年度（予定） 

〇住民説明会、パブリックコメントの実施 

〇活動づくりの実践（景観まちづくりウィーク）の継続 

〇支援制度の具体化に向けた検討 

 （ワークショップ、実証実験、アンケート等） 

令和８年度（予定） 

〇シンボルロード地区景観まちづくりプラン運用開始 

 

■シンボルロード地区における景観まちづくりの考え方・目指すこと 

■対象区域 

■景観まちづくりのビジョン・テーマ 

令和５年 10 月 14日（土）～21日（土）に実施

した実証実験・景観まちづくりウィークの様子やア

ンケート結果はこちらからご覧いただけます！ 

景観まちづくりウィーク 

景観まちづくりに関する情報を公開しています！ 

シンボルロード地区景観まちづくりプラン 

シンボルロード地区（国道 415号沿

道）とその周辺における目指したい姿

や実現方策等をまとめた『シンボルロ

ード地区景観まちづくりプラン』の素

案の詳細は、こちらからご確認いただ

けます！ 

 

●当地区においては、ルール等によって「建物や道路な

どのまち並みを整える」ことだけではなく、「まちや暮

らしを楽しむ活動づくり」によって日常の景色や暮ら

しをもっと豊かにしていくことを目指しています。 

海と山をむすび まちの個性をつなぐ シンボルロード 

シンボルロード地区 景観まちづくりプラン素案の内容（一部）をご紹介 ※詳細の公開も行っています！（第４面をご覧ください） 

氷見市ホームページ・my groove ひみにて！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■活動を生み出す景観づくり 地区の景観資源を"まもる”、"いかす”、"つくる”、"ととのえる”活動を生み出していきます。 

 

 

■まち並みと環境を整える景観づくり 建物・広告物・公共施設（道路・広場等）の景観誘導により域特性を活かしたまち並みの形成を進めます 

 

 

まちなか区間 田園集落区間 

２ ３ 

■将来の姿 ワークショップ、実証実験等でいただいた “お気に入り”や“こうなったらいいな” を描きました。この実現に向けて取り組んでいきます。 

①景観資源をまもる活動 

●景観資源を掘りおこし、守る

取組みと仕組みづくり 

●既往制度の活用や新たな仕組

み構築による指定・保全 

景観資源を"まもる”、"いかす”、"つくる”、"と

とのえる”取組みのイメージ 

沿道とその周辺に市民に愛される景観資源

や公共的なオープンスペース、空き地や空

き店舗等の潜在的なストックが存在 

国道 415 号沿道とその周辺の資源を 

関わる人みんなで顕在化、共有し、人

の営み・活動・触れあいの場として積

極的な利活用を図る 

氷見高校と連携した探求・実践活動 

②景観資源をいかす活動 

●市民や事業者等の関わりの促

進・支援 

●情報発信の取組み強化 

 公共のオープンスペース等を実験的に活用できる仕組み 

③景観資源をつくる活動 

●景観資源を利活用しながら

新たな魅力的場所を創出 

 

景観資源のネットワーク、回遊環境づくり 

④景観資源をととのえる活動 

●景観資源と一体的な風景を構

成する隣接地や沿道の結節

点、眺望スポットなどの修

景や魅力づくり 

 

景観資源周辺を整える活動（ガード

レールを景観配慮色に塗り替え） 

田園集落区間の景観誘導イメージ 

 

まちなか区間の景観誘導イメージ 

低層を主とした落ち着いたまち並み

を著しく損ねない配置や規模 

広告物は建築物のスカイラインから突出

しない規模で高彩度の色彩を避ける 

屋外駐車場は周囲に生垣等を設

ける等緑の連続性に配慮 

店舗等の建築物の低

層部は通りに賑わい

が滲み出すよう開口

部等工夫する 

朝日山のスカイラインや田園風景を著しく損ねない配置や規模 

長大壁面の意匠による分

節化や外構の緑化 

高彩度の色彩を避ける 

低彩度・高明度・暖色

系を基調とした外壁色 

周辺の景観と調和する落ち着いた色彩の防護柵 

公共施設（道路、広場等）の景観誘導 

●富山県公共事業の景観づくり指針の

準用を徹底するとともに、主要な要

素の整備方針を定めます。 

●特に重要な公共施設は、景観重要公

共施設への指定を検討します。 

景観重要公共施設の指定候補（国道 415 号） 


